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前橋市は、北に赤城山、西に榛名山、南西に妙義山の上毛三山がそびえ、その赤城山  

と榛名山の裾野の間を南北に利根川が流れる水と緑にあふれた地であります。   

前橋は古代よりの豊かな文化あふれる地であり、東国の奈良と称されています。今か  

ら2万8千年前の旧石器を始めとして、10基を数える国指定の古墳、関東の華とうたわ  

れた前橋城、明治からの近代化を示す昭和庁舎等の近代化遺産など多くの文化財が残さ   

れています。   

自然環境に恵まれたこの地では、古代からの人々の生活の跡が市内のほぼ全域に残さ  

れています。古代の人々の暮らした家の跡、使った石器や土器などの道具や、水田跡な  

ども多く、毎年の埋蔵文化財発掘調査により多くの新しい発見があります。   

前橋市西部の托社・元撒社地区は、古代の国府が置かれ、古代寺院跡や多くの古墳等  

の史跡が残る地区であります。   

本年度調査の総社閑泉明神北遺跡では、古墳時代の水田跡や溝のほかに井戸跡などの  

調査を行い、地区の歴史解明にとっての重要な資料を得ることができました。   

発掘調査にあたりまして、ご協力をいただきました市区画整理第二課、県埋蔵文化財  

調査事業団、地元関係者、酷暑と湧水のなか調査に従事されました皆様に感謝とお礼を   

申し上げます。  

平成12年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  渡 辺 勝 利   



例   呂  

1．本書は、元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。  

2．遺跡は、群馬県前橋市総社町総社字閑泉明神北3615－1に所在する。  

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団が主体となり、前橋市教育委貞会の指導のもと、山武考古学研究   

所が担当した。調査期間・面積・担当者は次の通りである。   

調査期間 平成12年1月11日”平成12年3月21日   

調査面積 5，100肌2   

担当者 長谷川一郎・大越直樹・日沖剛史  

4．現地での調査においては隣接地城で先行調査された「元結社明神遺跡Ⅷ」（前橋市埋蔵文化財発掘調査   

団1990）の調査成果を踏まえ、各遺構面の掌握、標準堆積土層の層序番号を、鍵層を基準として極力同   

一のものとした。また、共通する記述内容については一部引用した。  

5．本書の執筆分担は次の通りである。   

Ⅰ 井野誠一（前橋市教育委員会）   

山～Ⅵ 長谷川一郎 1〉・V 大越直樹  ⊥ 臼沖 剛史（山武考古学研究所貝）  

6．調査にかかわる遺物・図面・写真等の資料は、一括して前橋市教育委員会が保管している。  

7．発掘調査参加者は次の通りである。   

青木集一 石井 昭 石井正男 石井 実 磯田二郎 磯田政男 大賀良助 奥野繁雄 奥野まさ   

奥野賢司 近藤和夫 桜井敬一 桜井れい 須田節子 須藤ユクエ 登坂月江 登坂義男 富田信夫   

富田光雄 中揮和江 羽田良書 星野勝正 松田 実 黛 準一 三友昭彦  

凡   例  

1．挿図中に記載した北は座標北を示す。  

2．本遺跡の略称は11A97である。  

3．各遺構の略称は次の通りである。   

溝……… W  土坑……… D  井戸……… Ⅰ   住居跡……… H  

4．遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。   

遺構  全体図……… 1／100 Hr－FA下水田跡……… 1／150  As－C下島跡……‥・ 1／150  

溝……… 1／100 土坑・溝断面図……… 1／60  

井戸・住居跡・畦畔・溝断面図………… 1／40  

遺物 1／／1、2／／3、1／／3、1／／4、1／／6  

5．遺物の挿図中に使用したスクリーントーン表示は以下の通りである、  

スス付着範囲  内面黒色処理   施粕範囲  

木製品の炭化範囲  
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第Ⅰ章 調査に至る経緯   

総社閑泉明神北遺跡は、想定上野国府域の束に位置し、周辺では元総社明神地区区画整理事業に伴う埋蔵  

文化財調査が十数年にわたって行われ、多くの成果が得られている。   

元総社明神遺跡の発掘調査の中では、上野国軌こ直接結びつく遺構は見られず、区画と見られる溝が検出  

されているが、確証とまでは至っていない。   

本遺跡の南の河川改修に関わる発掘調査では、「国厨」「曹司」の墨書や人形等も発見されており、本遺跡  

が重要域に隣接していることから工事に先立って発掘調査を実施することとした。   

本発掘調査は、元総社蒼海地区区画整理事業に伴う発掘調査であるが、県の河川改修事業との関わりから、  

調査の効率を勘案し、県・市の関係課で協議を行った結果、県の河川改修地区と市の河川に沿った道路改良  

分の開発面積を合計し、双方の事業面積で案分して、川の上流地区と下流地区に分けて実施することとした。   

前橋市分は、小字名から総社閑泉明神北遺跡とし、隣接の遺跡の状況から3面程度の遺構面が想定された。   

開発協議の結果に基づき、平成11年11月15日付けで前橋市長 萩原弥惣治より前橋市教育委員会 早部賢  

一郎あてに、埋蔵文化財発掘調査についての依頼が提出され、同年11月16日付けで前橋市埋蔵文化財発掘調  

査団に、本遺跡に関わる埋蔵文化財発掘調査の実施が前橋市教育委員会より依頼された。   

この依頼に対し、平成11年11月16日付で承諾の回答が出され、以後調査団と依頼者で、発掘調査実施にか  

かわる協議が行われた。   

平成11年12月27目付で前橋市長 萩原弥惣治より前橋市埋蔵文化財発掘調査団あてに協議が提出され、平  

成12年1月5日付けで発掘調査の委託契約が提出された。   

この委託契約締結後、協議の結果に基づき本発掘調査業務について民間調査機関に再委託を行うこととし、  

平成12年1月12日付けで山武考古学研究所に発掘調査業務の委託を行った。  

第Ⅱ章 調禿の方法と経過   

第1節 発掘調査の経過  

第1項 調査の方法   

発掘調査に先立ち、調査区が雑木に覆われた状態であることから、伐採した後に調査に取りかかることと  

した。調査は、近隣遺跡「元総社明神遺跡Ⅷ」の調査事例を基に遺構面まで重機で掘り下げ、その後、人力  

による遺構確認及び検出作業を行うこととした。なお、調査区は排土処理の関係上、南北に2分割し、南側  

の調査区より作業を進めることとした。この際、北側の調査区は排土置き場にすることとした。また、北側  

の調査区を調査する際には、反対に南側の調査区を排土置き場とした。   

図面は、調査区内に公共座標を用いて4×4mの方眼を設定し、これを基準として作成した。各図面の縮  

尺は遺構全体図を1／100、遺物分布図・遺構実測図・土層断面図が1／20を基本として記録した。写真撮影は、  

各調査段階に応じて行い、白黒35mm・カラ．リバLサル35mm・白黒6×7判・カラーネガ35mmを使用し  

た。   

また、遺跡の全体写真については、航空撮影を用いることとした。  

－ 1－   



第2項 調査の経過   

調査は平成12年1月12日から同年3月21日まで行った。発掘調査の経過概要は次の通りである。  

平成12年  

1月中旬 現況の写真撮影終了後、調査区内に密集する樹木の伐採を開始する。また、同時にプレハブ・ト  

イレの搬入及び安全対策に取りかかる。  

下旬 重機による南側調査区（1区）第1面の表土除去開始。「元総社明神遺跡Ⅶ」で確認されている  

As－Bは本調査区では検出されなかった。これと並行して遺構確認作業・安全対策を行う。  

2月上旬 中世”近世の遺構面（第1面）の調査を先月に引き続き行う。土坑、溝を検出し、掘り下げ作業  

に取りかかる。  

中旬 掘り込みが深くなることが予想され、調査を中断していた井戸（上旬の調査段階において土坑と  

していたが、井戸の性格を帯びてきたため名称を変更）の調査を再開する。  

第2面（Hr－FA下水田跡）の調査を開始する。重機によるHr－FA上面までの掘り下げを終了後、  

人力によるFA除去、水田面検出作業を開始する。  

古環境研究所による自然科学分析及びテフラ分析用試料サンプリングを実施する。  

下旬 第3面（As－C）直下の調査を開始する。重機によりAs－C上面までの掘り下げを行う。  

現牛池川の水位より遺構面が低いため、湧水対策として調査区周辺に水切り溝を掘削する。  

As－Cを切る溝状の落ち込みを検出し、迫って掘り下げを開始する。As－C除去作業を開始する。  

3月上旬 浅い畝状の面が検出される。ラジコンヘリコブタ一による航空写真撮影を行う。  

第3面の調査を終了する。   

中旬 「元総社明神遺跡Ⅷ」の調査で確認されている弥生・縄文時代の遺物を含む砂礫層（ⅩⅠ層）の  

トレンチ掘削による調査を行う。その結果、縄文時代中期から後期にかけての土器片が出土する。  

下旬 調査区の埋め戻しを行い、現地での調査を終了する。  

第2節 遣物整理の経過  

出土した遺物は全量水洗作業を行い、各遺構ごとに仕分けした。その後、コンピュータ制御によるジェッ  

トプリンターを使用し、注記を行った。なお、注記不可能な細片についてはビニール袋に入れ、必要事項を  

記入して整理した。遺物の接合・復元は可能な限り行い、接合にはセメダインCを、復元には必要に応じ  

てエポキシ系樹脂（バイサム）を用いて修復を行った。現地で作製した実測図は各遺構ごとに整理し、図面  

保管封筒に保管した。   

検出された遺構・遺物の数量に基づき、報告書作成用の割り付けを決定した。遺構図面は図面修正を加え  

た後に版組を行い、遺物実測は原寸実測を基本として、トレース作業、版組を行った。上記の作業に並行し  

で、遺構・遺物の事実記載、調査内容についての原稿を執筆した。遺物写真撮影には、ブローニー判モノク  

ロームフイルムを使用した。  
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［］ 想定上野国府域  総社関泉明神北遺跡位置図（1／25，000）  

●遺跡の位置  第2園 地籍図（明治21年陸地測量部発行、地方迅速図80％縮小で1／25，000）  
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第1表 周辺遺跡一覧表  

番号   遺  跡  名   縄 文  弥 生  古 墳  奈良・平安  中・近世   

1  総社閑泉明神北遺跡  

2  国分境遠別、   集落   集落  

3  上野国分僧寺・尼寺中間地城  集落  集落              集落  

4  散布地・古墳  古墳  

5  散布地・墳墓  散布地・墳墓  

6  塚田村束遺跡  集落  

7  鳥羽Ⅱ遺跡  集落   集落   居館   

8  墳墓  

9  墳墓  

10  弥勤古墳  墳墓   

11  鳥羽遺跡  集落   居館   

12  染谷川遺跡  包蔵地  

13  弥勤山古墳  古墳  

14  早道遺跡A・B  

15  草作遺跡  集落   集落  

田  天神遺跡  集落  

17  閑泉樋遺跡  集落   溝  

18  閑泉樋南遺跡  竪穴状遺構  集落  

19  元総社寺田遺跡  旧河道  旧河道  水田   集落・水田  水田   

20  堰越Ⅱ遺跡  集落  

21  大友屋敷Ⅲ遺跡  集落  

22  五反田遺跡  水田  

23  寺田遺跡  大溝・水口  

24  元総社小学校校庭遺跡  集落  

25  堰越遺跡  集落  

26  樋越遺跡  土坑・溝  

27  昌楽寺廻村東遺跡  建物遺構  

28  産業道路東遺跡   集落跡  

29  産業道路西遺跡   集落跡  

30  稲荷山古墳  円墳  

31  王山古墳  前方後円墳  

32  墳墓二  削平  

33  墳墓一  円墳・削平  
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第Ⅱ章 基木屑序  

Ⅰ層10YR3／4 暗褐色土 耕作土  

Ⅱ層10YR4／3 暗褐色土  

Ⅳ層 褐色砂礫層 河川の流れによって運ばれた砂  

層及び砂礫層。  

Ⅴ層10YR3／4 HrrFAに伴う火山泥流堆積物  

Ⅵ層 Hr－FA（榛名ニッ岳火山灰）一次堆積層。6  

世紀初頭。場所により色調が異なる。  

10YR4／6褐色、10YR4／1灰色、10YR4／4褐色。  

Ⅶ層 黒色粘質土と砂礫によって形成され、9層に  

細分される。  

110YR2／1黒色土 粘性が強い。  

2 10YR2／1黒色土 AsrCを多く含む。  

3 褐色粗砂層  

410YR2／1黒色土 徴砂をラミナ状に多  

く含む。  

5 黒色租砂層 As－Cを多量に含む。  

6 褐色租砂層 As－Cを多く含む。  

7 10YR2／1黒色土 粒子がきめ細かく、  

粘性が強い。  

8 10YR2／2 黒褐色土 粘性が強い。  

9 As－Cの水性二次堆積層。  

Ⅷa層10YR2／2 黒褐色土 As－C混土層。  

Ⅷ層 As－C（浅間C軽石）一次堆積層。  

Ⅸ層10YR2／1黒色土 粒子が細かく、締まり粘  

性ともに強い。  

Ⅹ層10YR2／2 黒褐色土 粒子が細かく、締まり  

粘性ともに強い。  

ⅩⅠ層 砂礫層 河川の流れによって運ばれた礫層。  

縄文土器を含んでいる。  

某  

第3図 基本土層・柱状図  

一 5 －   



遺跡の層序は地点によって多少の違いはあるが、基本的には第3図に示した通りである。今回の調査にお  

いてはAsrB（浅間山：1108年）の堆積はみられなかった。また、Hr－FAに伴う火山泥流堆積物（Hr－FPF  

l）の堆積は調査区中央で部分的に検出されたのみであり、調査区の大半でHr－FA一次堆積層の直上に、  

水流によって運ばれたとみられる砂礫層（Ⅳ層）が直接堆積している。指標テフラを伴うものは、Ⅵ層‥  

Hr－FA（榛名山：6世紀初頭）、Ⅷ層・・As－C（浅間山：4世紀中葉）である。遺構検出画はII層（中世）、  

Ⅵ層直下（古墳時代）、Ⅶ層中（古墳時代）、Ⅷa・Ⅷ層直下（古墳時代）である。遺物包含層は古墳時代か  

ら奈良・平安時代の遺物が出土した砂礫層のⅣ層、トレンチ調査によって縄文時代の遺物が出土した同じく  

砂礫層であるⅩⅠ層である。  

第Ⅳ草 道跡の位置と環境   

第1節 遺跡の立地  

前橋市は、地質及び地形から東北部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地、東部の広瀬川低地帯、南部の硯  

利根川氾濫原の4地域に分けられる。前橋台地は、古くは浅間山の山体崩壊が原因とされる前橋泥流により  

形成された洪積台地で、その後、河川の浸食、湿地化などを経て現在に至っている。台地の東側には広瀬川  

低地帯が幅3kmの細長い沖積地として広がり、台地の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の  

流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推定される。なお、元利根川は現在の井野川流域  

Eヨ調査区域  第4区l遺跡周辺の地形図（1／2，500）  
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と推定される。   

前橋台地の西部には相馬ケ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって流下してい  

る。牛池川はその河川の一つで群馬郡群馬町束午池沼に発し元総社町南部字落合で染谷川に合流している。   

総社閑泉明神北遺跡は、前橋台地上に立地し、群馬県庁より西へ約2km、JR上越線新前橋駅の北方約  

2kmの牛池川右岸に位置している。  

第2節 歴史的環境  

本遺跡周辺は上野国府域として想定される地域であり、周辺で行われた発掘調査の成果からは縄文時代か  

らの連綿とした生活の痕跡が発見されている。   

縄文時代では国分寺中間地域遺跡や産業道路東・西遺跡があり、前期・中期の集落遺跡が調査されている。  

その他、下東西遺跡、清里南部遺跡群、清里・陣場遺跡、中島遺跡、長久保遺跡なども挙げられる。   

弥生時代の調査例は少なく、中期後半の環濠集落である清里・庚申塚遺跡と後期の住居跡が検出された国  

分寺中間地域、桜ケ丘遺跡、下東西遺跡などが散見される程度である。   

古墳時代では6世紀前半の川原石を用いた積石塚である山王古墳、それに続く本遺跡の北約2kmの総社  

古墳群が挙げられる。また、国指定史跡で前方部と後方部に石室を有する総社二子山古墳、巨石使用の横穴  

式石室をもつ愛宕山古墳、主軸70mを測る遠見山古墳、また県内最終末期と考えられ仏教文化の影響を強く  

受けた宝塔山古墳と蛇穴山古墳など多数所在する。しかし本時代の特徴として、古墳は数多く存在するにも  

かかわらず大きな集落は検出されていないという指摘もある。   

奈良・平安時代に至ると、国府、国分二寺が造営され、古代上野の政治・文化の中心地としての様相を帯  

びてくる。国府周辺遺跡には、閑泉樋遺跡、閑泉樋南遺跡、小見遺跡、草作遺跡、大友屋敷遺跡、寺田遺跡、  

元総社小学校校庭遺跡、天神遺跡、染谷川遺跡、弥勤山遺跡がある。   

国分寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら発掘調査が進められるようになっ  

た。国分僧寺の発掘調査は昭和55年から始まり、礎石、築地、掘などが確認されている。国分寺周辺の遺跡  

としては、中尾遺跡、鳥羽遺跡、国分寺中間地域遺跡等があり、これらの遺跡からは奈良・平安時代の住居  

跡が多数検出されている。また、多くの遺跡から、緑粕陶器、灰粕陶器、白磁、硯、墨書土器等の出土がみ  

られ、鳥羽遺跡からは神社跡と推定される特殊遺構が検出されている。   

中世には蒼海城が築かれる。現在の街路の祖形は、蒼海城の堀割り跡が道路に変化したものであり、蒼海  

城の縄張り自体も国府跡を利用したものである。  

第Ⅴ章 検出された道構と迫物   

第1節 概 要  

調査区は、度重なる洪水による堆積土とさらに水流による浸食、砂礫の堆積を繰り返し、複雑な堆積状況  

をみせている。指標となるテフラはHr－FA及びAsLCが確認されたが、AsqBは認められなかった。   

検出された遺構・遺物は、中世以降から縄文時代に遡るものであった。中世以降（Ⅱ層上面）では溝9条、  

土坑6基、井戸1基、住居跡1軒が検出されている。   

Ⅳ層は旧牛池川と想定される河道に、厚く堆積した砂礫層である。この層中から、古墳時代から平安時代  
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にかけての土器片が多く出土している。   

Ⅵ層（Hr－FA）直下からは水田跡が検出された。調査区のほぼ中央には、南北走行の大畦畔を伴う水路が  

検出され、北上すると束に向かって湾曲し、次第に浅くなっている0取水口はこの湾曲した部分の北西側に  

認められた。畦畔は水路の丙佃りで明瞭に検出されていて、水田血からは木杭や部材などの木製品が出土して  

いる。   

Ⅵ層からⅧ層に至る層位で溝5条が検出されている○これらは水田が営まれた時点では完全に埋没してい  

たと考えられる。遺物は土師器、縄文土器、木製品が出土している。   

As－C直下の面では畠跡と想定される遺構が検出されている。   

Ⅸ層以下から弥生・縄文土器を包含する層の存在が予想された為、調査を行った0その結果、縄文時代前  

・後期に至る遺物が出土している。  

第2節 中 世  

第1項 溝   

本遺構面においては9条が検出されている。その性格を明瞭に捉えられるものはなかったが、W‾1”6  

号溝については断面形状や走行の状況から河道の可能性が高く、いずれも南西から北東へと走向する0台地  

の傾斜からすると逆流しているかの様相であるが、西側の台地から谷地中心部への流れと考えればごく自然  

の走向ではある。W－7号溝は埋没土の様子から時期が下るとみられ、走向から牛池川からの取水を目的と  

した溝と考えられる。   

w－8・9号溝は走向が他の溝とは異なり、断面形状から判断して人為的な堀跡の可能性が高いo   

w－9号溝においては埋没土の様子や出土遺物から他の溝よりやや先行するものと考えられる0   

いずれの溝もⅣ層が形成された以降に機能していたものであるが、出土している遺物は流れ込みとみられ  

るもので、各溝が機能していた時期を特定することはできなかった0なお、各溝の記述において走向と併せ  

て検出された範囲の端で底面の標高を示した。   

W－1号溝（第5・9・11図、第3表、図版4・9）   

位置 R・S－2グリッド 。重複 W－2号溝より新しい。規模 調査区北東際に南東側面が検出さ  

れたのみで全容は不明。形状 不明。南側面は傾斜して立ち上がる0埋没土 灰黄褐色や暗褐色を基調とし  

たもので水流によって運ばれたとみられる細砂層が間層として入る。   

W－2号溝（第5・6図、図版4）   

位置 R－2・3、S－3グリッド 。重複 W－1号溝より古い0走向 南西（113・30m）一北東  

（113．02m）規模 幅2．50”2．95m深さ0・45m 形状底面はほぼ平坦で側面は傾斜して立ち上がる0埋  

没土 粘性のある土質で自然堆積。   

W－3号溝（第5・6図、第3表、図版4・9）   

位置 P～R－3、0・S－4グリッド。重複 W，5・6号溝より新しく、埋没土後にD，4・5・6号  

土坑が掘込まれる。走向 南（112．52m）一北（112・45m）規模 幅1・05〝2・50m 深さ0・43m 形状 底  

面は凹凸があり側面は傾斜して立ち上がる。埋没土 水流に運ばれたとみられる砂礫層が自然堆積o   

w－4号溝（第5・6・11・14図、第3・7・14表、図版4・9・10）   

位置 Pr5・6、Q－5・6、R・Sr6、グリッド 。重複 W－9号溝より新しくW－5号溝より古  

い。走向 南西（112．46m）一北東（112・37m）規模 幅3・25m 深さ0・50m 形状 断面形は浅いU字  

一 貞 一   
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状で側面は緩い傾斜で立ち上る。埋没土 褐色を基調にした粘質土が自然堆積。   

W－5号溝（第5・6・10図、第3表、図版4・9）   

位置 P－4・5、Q－4・5、R－4・5グリッド。重複 W－6号溝より新しくW－3・4号溝より  

古い。走向 南（112．92m）．北（112．73m）規模 幅2．28～3．08m 探さ0．43m 形状 断面形は浅いU字  

状で凹凸があり側面は傾斜して立ち上がる。埋没土 褐色を基調とした砂質土が自然堆積。   

W－6号溝（第5・10図、第3表、図版4）   

位置 Q・R－4グリッド。重複 W－3・5号溝より古い。走向から判断してW－5号の旧流路の可能  

性がある。走向 W－5号溝にほぼ並行する。規模 幅（2．48m） 探さ0．12m 形状 側面は傾斜して立  

ち上がる。埋没土 暗褐色を基調とした粘質土が堆積し、底面付近では細砂を多量に含む層が堆積する。   

W－7号溝（第5・6図、図版4）   

位置 K・LL6、M～0－5グリッド。重複 W－4号溝より新しい。走向 北西（113．40m）一南東  

（113．12m）規模 幅0．62m 深さ0．12m 形状 断面形はU字状である。埋没土 耕作土に似る土質で小礫  

が含まれる。   

W－8号溝（第5・6図、図版4）   

位置 K－5・6、L－5・6グリッド 。重複 なし。走向 西一束。検出範囲においてほぼ水平  

（112．53m前後）。規模 幅5．18m 探さ0．52m 形状 底面は平坦で側面は傾斜して立ち上がる。埋没土  

暗褐色を基調とした粘質土が自然堆積。   

W－9号溝（第5・10図、第3・4・15表、図版4・10）   

位置 R－6・7、S－4・5、T－4・5グリッド。重複 W－3・4号溝より古い。走向 北西一南東。  

検出範囲においてほぼ水平（114．10m前後）。規模 幅3．21m 深さ0．10m 形状 断面形は浅いU字状で  

側面は傾斜して立ち上がる。埋没土 暗褐色を基調とした粘質土が自然堆積。   

第2項 土坑   

土坑と呼称したものは6基であるが、このうちD－4～6号土坑はW－3号溝の埋没後にその埋没土を  

掘り込んでいる。いずれも、礫が出土していて、D－3、D－4号土坑からは宝匪印塔、五輪塔、石臼が出  

土している。   

D－1号土坑（第5・8図、図版4）   

位置 Q・R－4グリッド。重複 なし。規模 長軸3．22m 短軸1．30m 深さ0．38m 形状 平面形は楕  

円形で底面はほぼ平坦である。側壁はやや開き気味に立ち上がる。 主軸方向 N－16lO－E 埋没土 褐  

色を基調とした粘質土が堆積。出土遣物 なし。   

D－2号土坑（第5・8図、図版4）   

位置 0－6グリッド。重複 なし。 規模 長軸1．62m 短軸0．90m 探さ0．29m 形状 平面形は長方  

形で側壁は傾斜して立ち上がる。埋没土 暗褐色を基調とし小礫を多く含んだ土層が堆積。主軸方向 N－  

1760－E 出土遺物 なし。   

D－3号土坑（第5・8図、図版4）   

位置 L－6グリッド。重複 なし。規模 長軸1．06m 短軸1．00m 探さ0．36m 形状 円形で側壁はや  

や傾斜して直線的に立ち上がる。 埋没土 暗褐色を基調としたもので、水流により堆積したものと思われ  

る。出土遺物 なし。  
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D－4号土坑（第5・7・12図、第6表、図版4・5・9）   

位置 T－4グリッド。重複 W－3号溝より新しい。規模 平面形状は本土坑とW－3号溝との埋没土  

の判別が困難であり捉えきれなかった。出土遺物 自然礫と共に五輪塔水輪、石臼が出土している0所見  

w－3号溝埋没土を掘り込んでいると判断されるが、礫の出土範囲はW－3号溝のプラン内に収まってい  

ることから、溝がその痕跡を留めているある時期に構築されたと判断される。   

D－5号土坑（第5・7・12・13図、第4・6・8・9表、図版4・5・9・10）   

位置 S－4グリッド。重複 W－3号溝より新しい。規模 長軸3．46m 短軸（中央部）2・72m（北東  

部）1．35m 深さ0．78m 形状 不整長方形で北東では円形に張り出すような形状である。底面は皿状で側  

壁は北東部ではほぼ垂直に立ち上がり、中央部分では傾斜して立ち上がる。埋没土 細砂を含む暗褐色を基  

調としたやや粘性のある土が堆積する。出土遺物 土師質土器小皿、宝医印塔の基礎、五輪塔の空風輪、火  

輪、石臼が出土している。所見 掘込みの範囲はW－3号溝のプラン内に収まっていて、構築に際しては  

w－3号溝の存在を意識していたと判断される。北東部での礫や五輪塔は規則的に配置された様子がみられ、  

中央部では掘込みの側壁から底面にかけて広く出土している。   

D－6号土坑（第5・7臥図版4）   

位置 Q・R－3グリッド。重複 W－3号溝より新しい。規模 長軸2・58m 短軸2・42m 深さ0・24m  

形状 平面形は不整形で断面形は浅い皿状である。やや凹凸がある。埋没土 暗褐色を基調としたやや粘性  

のある土が堆積する。所見 D－4・5号土坑と同様にW－3号溝埋没土を掘り込んで構築されている。構  

築に際してはW－3号溝の存在を意識していたと判断される。   

第3項 井戸  

l－1号井戸（第5・8・14図、第1・6・8表、図版4・5・10）   

位置 N－4グリッド。重複 なし。規模 直径1．36m 探さ1．36m 形状 平面形は円形で底面は平坦  

である。断面形は下方はほぼ円筒形で、上方はやや開き気味に傾斜する0埋没土 小礫や細砂を含んだ暗褐  

色を基調とした土が堆積する。出土遺物 自然礫と共に五輪塔の火輪が出土している。  

第3節 古代  

第1項 住居跡   

H－1号住居跡（第5・8・11図、第4表、図版4・5・9）   

位置 P－4グリッド。重複 なし。ただし周辺部をカクランによって切られる。規模 長軸（1・05m）  

短軸（0．6m）深さ0．23m 埋没土 焼土粒、炭化粒を含んだ暗褐色土が堆積。出土遺物 土師器杯、須恵  

器杯、羽釜が南東寄りから出土している。所見 住居竪穴部は削乎されカマドのみの検出である。形状から  

判断して北カマドの可能性が高い。  
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W－2号溝  
W－2号溝眉序説明  W－3号溝  

細砂届  
細砂層。水平にラミナ状堆横。  
礫（¢10－づ吼mm）が堆楓，  
細砂庵少量含む。締まりよく粘性ややあり  

W－3号溝層序説明  

110YR4／1 褐灰色土  
苫 10YR4／1 褐灰色土  
ヨ  
」10YR4／3 暗褐色土  

7．5YR3／2 黒褐色土   枯質土。細砂を多く含む。締まりよく堅い。粘性あり。  
10YR3／3 暗褐色土   砂層。締まりよく堅い。粘性ややあり。  
10YR4／2 灰顔褐色土  シルト質土。よく締まり堅い。粘性あり。  
10YR4／2 灰黄褐色土  砂眉。締まりよくや粘性ややあり。  
10YR4／4 褐色土  シルト質土。細砂を多量に含み、浅間C軽石（¢2～5  

mmを微量含む。締まりよく堅い。粘性ややあり。  

W－5号溝屠序説明  

110YR4／1 褐灰色土  砂質土。下位には小礫（¢10mm）が厚さ5cm前後で層状  
に堆積する。締まりよく粘性ややあり。  
シノレト質土。細砂を少量含む。締まりよく粘性あり。  
砂質土。下位には小礫（¢10mm）が厚さ5cm前後で層状  
に堆積する。締まりよく粘性ややあり。  
シルト質土。細砂を少量含む。白色徴魁子を敬呈に含む。  
締まりよく粘性あり。  
砂賓土。ブロック状のシルト質土（FAに伴う堆積物か）  
を多量に含む。締まりよく硬い。粘性あり。  
砂冥土。ブロック状のシルト真土（FAに伴う堆積物か）  
をやゃ多く含む。締まりよく硬い。粘性あり。  
砂質土。ブロック状のシルト頁土（¢10mm）を微量含む。  
締まりよく硬い。粘性ややあり。  
砂質土。ノト喋（¢10mm）を多量に含む。締まりよく堅い。  
粘性ヤやあり。  
シルト質土。細砂を少量含む。白色桃子を微量に含む。  
締まりよく粘性あり。  
シルト貿土。礫（¢10mm）を多量に含み、細砂少量含む。  
締まりよく粘性あり。  
砂賓土。締まりよい。粘性やゃあり。  

W－4号溝層序説明  

110YR3／4 暗褐色土  暗褐色士  
褐灰色土   

暗褐色土   

灰黄褐色土   

灰腐褐色土   

にぷい黄褐色土   

にぷい黄褐色土   

暗褐色土  

2 10YR3／4  

3 10YR4／1  

4 10YR3／4  

5 10YR4／2  

6 10YR4／2  

7 10YR4／5  

8 10YR‘】／5  

9 10YR3／4  

シルト質土。砂を少量含む。締まりよく粘性あり。  
シルト質土。砂を多量に含む。締まりよく、粘性ややあり。  
砂質土。暗褐色のシルト質土を多量に含む。締まりよく、  
粘性ややあり。  
上位に褐色化した砂眉（厚さ5cmほど）が層状に入る。締  
まりよく、粘性ややあり。  
細砂屑。中位に褐色の砂層（厚さ10mm）が層状に入る。  
締まりよく、粘性ややあり。  
泥流堆積物をブロック状（¢訓mm）に含む。締まり弱く、  
粘性ややあり。  
泥流堆積物をブロック状（¢訓mm）に少量含む。締まり  
よく、粘性ややあり。  
砂層に泥流堆積物をブロック状（¢50mm）に含む。締ま  
り弱く、粘性ややあり。  

褐色土  
黄褐色土   

褐灰色土   

褐灰色土   

灰黄褐色土   

暗褐色土   

灰頗褐色土  

三 10YR4／4  
ユ 10YR5／6  

110YR5／1   

5 10YR4／1   

ホ 10YR4／2   

T lOYR3′4   

8 10YR4／2  

1010YR3／4 暗褐色土   

1110YR4／1 褐灰色土   

D  

l13．70m  

Eノ  E  

11：！．50m  W－6  W－5  

W－7号溝  

′ト礫、As－C（¢2～5mm）をやや多く含む。締まりよい。  
粘性あり。  

I I  

W－5・6号溝   

W－6号溝眉序説明  

110YR4／1 褐灰色土    砂質土。締まりよく粘性ややあり。  

W－7号溝層序説明  

110YR3／4 暗褐色土  

W－8号溝   

（¢5～10mm）を多く含む。締まりよく堅い。粘性あ   

（¢5－10mm）を多く含む。締まりよい。粘性ややあ   

（¢5－10mm）を多く含む。締まりよく堅い。粘性あ   

（¢3～5mm）を多く含む。締まりよい。粘性ややあ  

W－8号溝層序説明  

110YR3／3 暗褐色土   

2 10YR3／3 暗褐色土   

3 10YR3／3 暗褐色土   

4 10YR3／2 黒褐色土  

A   

l12．80m  

5 10YR3／3 暗褐色土   

6 10YR3／3 暗褐色土   

7 10YR3／3 暗褐色士  
8 10YR3／3 暗褐色土  

10YR3／4 暗褐色土  

F
P
仇
F
P
机
F
P
机
F
P
机
 
 

FP（¢3－5mm）を多く含む。締まりよく堅い。粘性や  
やあり。  
FP（¢5－10mm）を多く含む。締まりよい。粘性ヤヤあ  
り。  
Ff，（¢3～10mm）を多く含む。  
Ff〉（¢3～10mm）を多く含む。締まりよく堅い。粘性あ  
り。  
FA粒子を多量に含み、FP（¢3～10mm）をやゃ多く含  
む。締まりよい。粘性ヤヤあり。   

A’  

W－9号溝   

第6図 W－2…9号溝土層断面図  

0  2m  

（1：60）   
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A  

l13．60m  。＿4、Sl  ん由  
D－4号土坑  くさ ⊂コ  

B  

l応○ロ○  
D－4号土坑  

D－5、S9  

D－5号土坑  

D－5、S6  

D－5、S8  

D－5、S3  

D－5号土坑  

D－5号土坑層序説明  

110YR3／4 暗褐色土   

Z lOYR3／3 暗褐色土   

3 10YR3／2 黒褐色土   

4 10YR3／4 暗褐色土   

5 10YR3／3 暗褐色土  

シルト廃土。J組砂を多重に富み、As－C し¢2～5mmノ せ  

微量含む。締まりよく堅い。粘性あり。  
シルト貿土。紳砂を多量に含む。白色粒、As－C（¢2～  
5mm）を微量含む。締まりよく堅い。粘性あり。  
シルト質土。As－C（¢2～5mm）を微量含む。締まりよ  
く堅い。粘性強い。  
シルト質土。As－C（¢2～5mm）を微量含む。炭化粒を  
微量含む。締まりよく堅い。粘性強い。  
砂質土。As－C（¢2～5mm）を微量含む。  

G′  

D－6号土坑  

D－6号土坑  

0  2m  

（1：60）   

第7図 D－4～6号土坑実測図  
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‾ご‾二‾‾‾ 

≡＝  ど◎止  

A  

””章∵ 2     A′  
D－3号土坑  

小礫、細砂、炭化粒、白色粒、白色軽石（Ff〉ではない）を  
まばらに含む。締まりよい。粘性弱い。河川の氾濫により  
埋もれたものと思われる。  

小礫、にぷい長褐色粘質土、炭化粒、白色粒、白色軽石  
（¢1－2mm）をまばらに含む。締まりよい。粘性やや  
あり。河川の氾濫により埋もれたものと思われる。  

小喋、炭化粒、白色軽石（¢3mm）をまばらに含む。締  
まりよい。粘性やゃあり。  
細砂をまばらに含む。締まりよい。粘性ややあり．  

A  

l13．尉I口1  

】  」宣  A■  

D－2号土坑  

D2号土＝坑層序説明  

110YR3／4 暗褐色土  

2 10YR3／3 暗褐色土  

3 10YR4／3 にぷい費褐色土  

4 10YR3／4 暗褐色土  

D－3号土坑層序説明  

110YR4／4 褐色土  

空 10YR4ノ3 にぷい黄褐色土  

】10YR3／3 暗褐色土  

A  

l13．60m  

D－1号土坑   

D－1号土坑層序説明  

110YR4／4 褐色土  シルト質土。細砂を多量に含み、白色軽石粒を微量含む。  
締まりよく堅い。粘性あり。  

2 10YR4／3 にぷい黄褐色土 シルト貨土。細砂を多量に含み、白色軽石粒を微量含む。  
締まりよく堅い。粘性ヤやあり。  

小礫、細砂、白色粒、鉄分を含む褐色土、白色軽石（¢2  
－3mm）をまばらに含む。締まりよい。粘性なし。河川  
の氾直により入り込んだものと思われる。  
細砂、白色粒、白色軽石（¢2～5mm）をまばらに含む。  
締まりよい。粘性ややあり。所々に鉄分の沈着がみられる。  
小礫、細砂、炭化粒、白色粒、白色軽石（¢1－2mm）  
をまばらに含む。締まりよい。粘性弱い。河川の氾濫によ  
って入り込んだものと思われる。  

0  2m  

（1：60）  

Ⅰ－1号井戸層序説明  

110YR3／3 暗褐色土   

2 10YR3／3 暗褐色土   

3 10YR3／3 暗褐色土   

4 10YR3／2 暗褐色土   

5 10YR3／3 暗褐色土  
6 10YR3／2 暗褐色土  
7 10YR3／3 黒褐色土  

′ト礫、炭化粒、白色軽石（¢3mm）を多く含む。締まり  
よい。粘性ややあり。  
／ト喋、炭化粒、白色軽石（¢3mm）をまばらに含む。締  
まりよい。粘性ややあり。  
小轢、炭化粒、白色軽石（¢3mm）をやや多く含む。締  A  
まりよい。粘性ややあり。  
小礫、細砂、炭化拉、白色粒、白色軽石（¢1～2mm）  
をまばらに含む。締まりあり、粘性弱い。  
FP（¢3－5mm）を多く含む。締まりよく堅い。  
砂礫（¢細－20mm）から成り、酸化鉄粒子を多量に含む。  
細砂を多量に含む。締まりない。  

A  

l13．60m  

l－1号井戸 （1：40）  

焼土拉・炭化粒・白色粒（粘土質）・褐色粒が徴量に含ま  
れる。細砂。締まりよく堅い。粘性強。  
焼土粒・炭化杜が徽iに、白色粒（粘土質）が少量、褐色  
粒・細砂が多iに含まれる。締まりよく堅い。粘性あり。  
炭化粒・白色粒（粘土准）・褐色粒が少量、シルト質土が  
大量に含まれる。締まりよく堅い。粘性強。  

E・1号住居跡層序説明  

1 7，5YR3／2 暗褐色土  

2 10YR3／3 暗褐色土  

A′  310YR3／3 暗褐色土  A  2  カタラン  

カクラン  カクラン  

1n】  

H－1号住居跡  
（1：40）  

第8図 D－1～3号土坑、卜1号井戸、H－1号住居跡実測図  
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第14図 W－4号溝出土石鉢、D－5号土坑、卜1号井戸出土五輪塔・石臼実測図  
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第4節 古墳時代  

集1項 FA下水田跡（第15・16・17・18図、第2・4・10表、図版1・2・5・6・10・11・12）   

調査区の東半部は昭和40年代に行われた牛池川改修工事以前の流路であり、遺構面は検出されなかった。   

西半部では2”8。mほどの厚さで堆積したHr－FAによって覆われた水田跡が検出され、調査区北東寄り  

で比較的明瞭な小区画水田が検出されている。Hr－FAに直接被覆された溝はW－10・W－11号溝の2条で  

あり、これらの溝によって水田面への配水を行っていたと考えられる。   

水田域の微地形は北から南に緩く傾斜していて、北方の水田面Aと南方の水田面Kとの比高差は0・15m  

ほどある。また僅かな差ではあるが東から西に下る傾向がみられる。水田面の高さの差から判断して、小区  

画水田の北方に設けられたW－11号溝の取水口から、南方へ向かって配水された状況が捉えられる。   

水田面   

水田面は調査区のW－10溝西側とW－11号溝の西側に検出された。W－10号溝西側では畦畔の高まりは  

わずかで詳細は不明瞭であるが、Q－3、R－4グリッドで畦畔の高まりがきれる箇所があり、この部分が  

水口と想定される。W－11号溝西側では比較的明瞭に検出された。畦畔の走向は北一南方向で下帽0・39m－  

0．82m、高さ0．01m”0．08mほどである。全体が把握でき計測可能な水田面はD水田面（第？図）のみであ  

った。水口はN－5、L－5グl）ッドで検出されていて、水田面の比高差からP－6グリッドに位置するW  

－11号清からの取水口から南方へ配水していたと考えられる。出土遺物 水田面直上から杭や部材などの木  

製品が出土している。また、L－4グ1）ッド内で図示はしていないがHr－FA中に稲葉茎部の痕跡（下部写  

真参照）が検出され、籾が出土している。  

集2表 水田面計測表  

水田面  長軸（m）  短軸（m）  標高（m）  備考   

水田A  2．00   1．20  112．55  

水田B  2．40  112．55  

水田C  2．00   1．80  112．60  

水田D  2．80   1．80  112，50  

水田E  2．00  112．50  

112．50  

水田G  112．45  

水田H   112．45  

水田Ⅰ  1．90    112．50    水田J  3．50  1．10  112．40    水田K  1．80    112．40  
写真1 Hr－FA面稲葉茎部痕  
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W－11号溝  

ー■－－→一・・・－一－－一－・一一一一一一  

W－11号痛届序説明  

1 10YR4／Z 灰黄褐色土   砂粒、白色粒、褐色拉、鉄分をまばらに含む。締まりよい。  
粘性なし。  

モ 10YR4／2 灰黄褐色土   第1層と同様であるが．鉄分が含まられない。  
i lOYR4／3 にぷい黄褐色土 Hr－FAの二次碓積胤砂粒、鉄臥 FA（¢2←3mm）を  

まばらに含む。締まりよい。粘性あり。  
4 N6／0   灰色土  Hr－FAの二次雅楕層。砂粒、FA（¢2～3mm）をまばら  

に含む。締まりよい。粘性あり。  
5 10YR4／2 灰黄褐色土   砂層。炭化粒、砂粒、白色粒、FA（d）2～3mm）、鉄  

をまばらに含む。締まりよい。粘性なし。  
6  N6／0   灰色＿t二  砂層。鉄分の混入が無いだけで、第5層と同様。  
7a lOYR4／3 にぷい黄褐色土 Hr－FA純層。鉄分、Flr－FA（d．2～3mTTl）をまばらに含  

む。締まりよい。粘性あり。  
7blON6／0  灰色上  Hr－FA練乳FA（¢2～3mm）をまばらに含む。締まり  

よい。粘性なし。  

H  「I・■  
1l  H′  

112．80m  

I  l ＿l  I′  

112．80m  W－12号漸層序説明  

l】OYR／  褐色土  

10YR4／2 灰麒褐色土   

」 10YR4′2 灰黄褐色土   

1 10YR4／3 にぷい黄褐色土  

10Ylミ4／2 灰亜褐色土   

l． N6／0   灰色土  

0′  

小礫、刺砂、鉄分、HlFA（¢5～101m】n）を軌二含む。  
締まりよい。粘性なし。  
小礫、細砂、白色粒をまばらに含む。酸化鉄粒を多く含む。  
締まりよい。粘性なし。  
第1屑と同様であるが、酸化鉄拉が含まられず、黄色帯び  
ていない。  
Hr－FAの二次椎稚層。砂粒、鉄分、FA（¢2～3mm）を  
まばらに含む。締まりよい。粘性あり。  
砂層。炭化粒、柵砂、白色粒、Hr－FA（¢2～3mm）、  
酸化鉄粒をまばらに含む。締まりよい。粘性なし。  
Hr－FA純層。鉄分、FA（¢2～3mm）をまばらに含む。  
締まりよい。粘性なし。  

B′  B   

l12．80m  
l  l  

カクラン  

1m  

（1：40）   W・11号溝  

第16図 Hr－FA下水田跡、W－10～12号溝実測図、断面図・土層断面図  
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W－11号溝  

R－6  

■
■
 
 
 ‾ニ‘i‾－－－、－－－＿、侃  

F滝水臥木3  

G  ●  
稲葉茎部痕検出位置（写真1■I  

jl】   腑 。′   

H  l  l  H′  

112．80m  

I l  

B′  B   

l12．80m  

＿・、r  

I  l．  

W10号子音囁序説明  

1 75YR2／】ご1．摘色土    矧砂をやや多く含む。締まり良い。粘性効い。  

112．00m  

W－11号溝  

W－10号溝  

第16区IHr－FA下水田跡、W－10～12号溝実測図、断面図・土層断面図  
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（1：4）  

第17図 Hr－FA下水田跡出土木製品実測図  
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W－10、木2  
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くⅢⅡ迅  

（正Ⅲ）  

W－10、木3  

（1：4）  

第18図 W－10・11号溝出土土器・木製品実測図  
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水 路   

W－10号溝（第15・16・18図、第4・10表、図版1・5・6・10・11・12）   

位置 P－4、P・Q～T－5、U－6グリッド。重複 なし。走向 北（112．35m）一南（112．28m）。   

規模 幅1・16～1・93m 探さ0・28～0・33m 埋没土 底面直上には細砂を含んだ黒褐色土が底面中央部で  

5cm程度堆積していて、Hr－FA一次堆積層はこの層の上面に堆積している。この黒褐色土中から木製品が  

出土している0形状 断面形はⅤ字状である。出土遺物 土師器境や舟形容器（槽）、杭、建築部材などの  

木製品が出土している。   

W－11号溝（第15・16・18図、第4・13表、図版2・6・10）   

位置：L～N－5、G”P－6、0・P－7グリッド 。重複 なし。走向 北（112．51m）一南（112．00m）。  

規模 幅0・89～2・43m 深さ0・4ト0・48m 形状 断面形は緩いⅤ字状である。取水口 南東から南に走  

向を変える0－6グリッド内で、北西側に取水口が設けられている。溝底面と取水口との比高差は0．08mで  

ある0埋没土 底面には間層を挟まないでHr－FAが直接堆積し、その上にHr－FAを多量に浪人した土層が  

堆積している。出土遺物 須恵器杯を図示した。   

W－12号溝（第15・16図、図版2）   

位置 卜5・6グリッド 0重複 なし0卜6グリッドでW－11号溝と接続する。走向 底面レベルは南  

東から北西に向かって10cmほど下がっているが検出範囲が僅かのため詳細は不明。規模 幅1．37m 探さ  

0・27m 形状 断面形はⅤ字状であるo所見 As－C下面で検出されたWr19号溝とほほ同様の走向を示し  

ている。   

第2項 溝   

HrLFA水田下層からAs－C一次堆積層に至る土層中から4条の溝が検出されている。調査区壁面の土層  

観察の結果、基本層序のⅧa層が形成された時点では機能していたことが確認され、Hr－FA下水田が営まれ  

る以前には完全に埋没していることが判明した。   

W－13号溝（第19・20・21・22・25・26図、第10・11表、図版2・7・13・14・15）   

位置 P－5・6、P～S－7、Q－3～5グリッド○重複 As－C下面を切る。走向 北西方向から南東に  

向かい「くの字状」に湾曲して北東方向にのびている。規模 幅3．08～4．33m 深さ1．26m 形状 底面は  

丸みがあり、側面は急激に立ち上がっている○埋没土 As－Cや租砂が水流によって運ばれ、埋没した様子  

が窺え、部分的にはAs－Cのみで混入物を含まない層も形成されている。層序から判断して、水流による砂  

礫の堆積と流出を繰り返しながら、次第に埋没していった様相がみられる。所見 形状から自然流路の可能  

性が考えられるが、詳細は不明である。   

W－14号溝（第20・23・26図、第4・11表、図版2・7・14・15）   

位置 H・Iq6、H～L－7、L～R－8、M・N－9グ1）ッド 。重複 As－C下面を切る。走向 北方から  

南に向かいL－8・9グリッドで西に向かって「くの字状」に折れ曲がり、L－7グリッドで湾曲し再び南  

へと向かっている。規模 幅0・97～2．40m 探さ1．15m 形状 断面形状は検出部の北方では、底面は平坦  

で側面は湾曲しながら立ち上がっているが、全容が捉えられるL－6グリッド周辺ではきれいなⅤ字状を  

呈しているo埋没土 As－Cは含まれるが、主体となるのは砂粒や黒褐色土でWL13号溝とは様相が異なっ  

ている0所見 断面形状から人為的な可能性も考えられるが、詳細は不明である。本港の流路は東側に近接  

して流れる現在の牛池川の流路に酷似している。  
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1111  

／  0  
木1 出土状況  

掛9図 W－13号溝実測臥木製品出土状況図 （1：100）  
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B′  A－  B  

l12．20m  

A  

W－17号溝  

W－13号溝   

W－13号溝層序説明  

1 5YR3／2  暗赤梅色土  
Z 5YR3／2  暗赤褐色土  
3 10YR3／3 暗褐色土  
4 10YR2／2 黒褐色土  
5 10YR2／2 黒褐色土  
6 10YR2／2 黒褐色土  
7 5YR3／2  暗赤褐色土  
8 10YR2／2 黒褐色土  
9 10YR3／3 暗褐色土  
1010YR2／2 黒褐色土  
1110YR2／2 黒褐色土  

12 5YR3／2  暗赤褐色土  
1310YR3／3 暗褐色土  
1410YR2／2 黒褐色土  
1510YR3／2 黒褐色土  
1610YR3／2 黒褐色土  
1710YR2／2 黒褐色土  
1810YR3／3 暗褐色土  
19 2．5YR3／1 黒褐色土  
2010YR2／3 黒褐色土   

21  
22  
2310YR2／2 黒褐色土  
2410YR3／2 黒褐色土  

Ⅶ－5層相当。  
As－C堆積層。黒褐色土粒子が多量に混入する。  

微砂を多く含む。  
As－C（¢Z～5mm）及び徴砂を多く含む。  
As－C堆積層。黒褐色土粒子がやや多く混入する。  
As－C堆棟層。穎褐色土柱子が多量に混入する。  
粘質土。As－C（¢2～5mm）をヤや多く含む。  

褐色租砂層。酸化鉄粒を帯び赤味を帯びる。  
As－Cからなる。酸化鉄粒を帯び赤味を帯びる。  
As－Cと黒褐色軋砂層がラミナ状に堆積する。  
黒褐色粗砂層。AsC（¢2～5mTれ）を多く含む。  
黒褐色粗砂屑。AsC（dZ～5mm）を多く含む。  
黒褐色粘質土。租砂、As－Cを多量に含む。  

褐色租砂層。  
黒褐色土。徴砂を多量に含む。  
As・C（¢2～5mm）から成る。  
黒褐色土。徴砂を多量に含む。  
黒褐色土。緻砂をラミ十状に多昔に合わ。  
褐色租砂屠。  
軋砂眉。ラミナ状堆積。  
褐色粗砂膚。As－C（¢2～5mm）を多量に含む。  
徴砂層。鴬掲色土荘子を多量に含む。  
徴砂居。黒褐色土粒子を多く含む。  
黒褐色土。徴砂を多量に含む。  
細砂眉。As－C（¢2～5mm）を多く含む。  
褐色細砂胤As－C（¢2－5mm）を多く含む。  
細・粗砂層。ラミナ状堆積。As－C（¢2～5mm）をやや  
多く含む。  
租砂届。  
細砂層。  
斑砂を多く含む。植物通有体を多く含む。  
暗褐色土（地山）ブロック（¢訓～180mm）の堆積。間を  
粗砂及びAs－C（2～5mm）が埋める。  

黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒褐色土  
黒色土  

10YR3／0  

10YR2／3  

10YR3／2  

10YR3／2  

10YR3／2  

10YR2／1  

25YR4／4 オリーブ褐色  As－C（¢2～5mm）堆積眉。黒褐色土粒子を混入するも  
のと、酸化鉄耗を混入するものが互唇堆積する。  

33 25YR4／4 オリーブ褐色  As－C（¢2～5mm）堆積層。黒褐色粒子がラミナ状に浪  
人する。  

鎚10YR2／2 黒褐色土    粘質土。  
35 2．5YR4／4 オリーブ褐色  As－C（4．2～5mm）堆積層。恢褐色）酸化鉄を帯びて  

いない。  
3610YR2／2 黒褐色土  
3710YR2／2 黒褐色土  
38 25YR4／4 オリーブ褐色  
3910YR2／2 黒褐色土  
4010YR2／2 黒褐色土  
4125YR4／4 オリーブ褐色  
42 75YR4／6 褐色土  
4310YR2／2 黒褐色土  
44 5YR3／2  暗赤褐色土  
4510YR2／2 黒褐色土  
4610YR2／2 黒褐色土  
4710YR2／2 黒褐色土  

粘質土。  
粘質土。As－C  
As－C（¢2－  
粘賃土。As－C  
枯賓土。As－C  
As－C（¢2～  
As－C（¢2～  

（dZ～5mm）を少量含む。  
5爪m）堆積層。酸化鉄を帯びていない。  
（¢2～5mm）を多く含む。  
（¢2～5mm）を多量に含む。  
5mm）堆横層。  
5mm）堆積層。酸化鉄粒子を帯びる。  

粘賓土。細砂を多量に含む。  
As－C（¢2～5mm）堆棟層。酸化鉄を帯びる。  
細砂を多量に含む。植物適存体を含む。  
As－C（¢2～5mm）をやや多く含む。  
微砂を多く含む。  

∩′  

W－13号溝  

（1：60）   

第22図 W－13・17号清美測図・土層断面図  
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W－14号溝  
20  

W－14号溝  

H  

l12．20m   
」  

G′  H′  

W－14号溝（1～5層）  

W－16号溝  

As－C（¢2～5mm）及び細砂が堆徹する。酸化鉄のため  
亦味を帯びる。  
徴砂をやや多く含む。  
徽砂をラミナ状に多量に含む。  
As－C堆積眉。細砂がラミナ状に入り込む。酸化鉄粒子をや  
や多く含む。  
黒褐色土とAs－C（¢2～51T‖T、酸化鉄を帯びる）がラミ  
ナ状に堆積する。  
細砂及びAs－C（¢2～5mm）を多く含む。  
徴砂を少量含む。  

W－14号溝層序説明  

110YR4／8 黄褐色土   

之 10YR2／2 黒褐色土  
3 10YIミ2／2 黒褐色土  

110YR2／2 黒褐色土   

5 10YR2／2 黒褐色土   

6 10YR2／2 黒褐色土  
7 10YR2／2 黒褐色土  
8  黒褐色細砂層  
9＋1即∩瑚．用 赤褐色土  
1010YR3／2 黒褐色⊥  
11  租砂堆積層  
12  細砂層  
13  

1410YR2／2 黒褐色土  
1510YR2／2 黒褐色土  
1610YR2／l 黒色土  

17  租砂粒積層  
1810YR2／2 黒褐色土  

19  租砂堆積層  
2010YR2／2 黒褐色土  

W－15号溝  

W－15号溝屑序説明  

110YR2／2 雄褐色土  徴砂をまだらに多く含む。As－C（¢Z～5爪m）を少量含  
む。植物遺存体を含む。地山の灰黄褐色砂項土（微量）を  
ブロック状にやや多く含む。  
租砂を多く含み、As－C（¢2～5mm）をヤヤ多く含む。  
As－C（¢2～5mm）を多く含む。酸化鉄粒を帯びる。  
やや酸化鉄を帯びる。  
酸化鉄粒を帯びる。  
細砂を多量に含む。  
租砂及びAsC（¢2～5mm）堆積層。  
租砂及び細砂層。  

As－C（¢2－5mm）をやゃ多く含む。  
細砂を多量に含む。  
酸化鉄粒を少呈含む。  
規褐色土粒子を多く含む。  
酸化鉄粒子の為赤味を帯びる。  
粘性あり。混入物なし。  
As－C〔¢2－3mm）を多く含む。  
AsCl¢2－5mm）を少量含む。 As 

－C（¢2～3mm）をヤヤ多く含む。  
As－Cり2～3mm）を多く含む。  
裸（¢2～10mm）を少量含む。  
粘賓土。植物遺存体を含む。  

0  

10YR2／2 黒褐色土  
5YR4／6  赤褐色土  

細砂層  
細砂層  

10YR2／2 男褐色土  

W16号溝層序説明  

110YR2／2 腿褐色土    As－C（¢2、5mm）を多く含む。  

2m  

（1：60）   第23図14・15・16号溝土屑断面図  

W－15号溝（第20・23図、図版2）   

位置Ⅰ・J－7グリッド。重複 W－14号溝と同時期と想定される。走向J－7グリッドでW－14号清  

から分岐し南東方向へ走向する。規模 幅（1．82m） 深さ1．08m 形状 底面は若干の凹凸があるものの  

ほぼ平坦で断面形は逆台形である。   

W－16号溝（第20・23図、図版2）   

位置 K－5・6グリッド。重複 W－18号溝を切る。走向 北西（111．99m）－南東（11．039m）規模  

幅0・35m 探さ0．06m 形状 検出長は4．00mで底面がわずかに検出されたものとみられる。断面形はU字  

状である。埋没土 As－Cを多く含む黒褐色土が堆積する。所見 As－C純層を切って構築されているが埋  

没土はⅧa層（As－C混土層）に似る土質で同軽石降下後の間もない時期に埋没していると考えられる。   

W－17号溝（第20・22図、図版2）   

位置 R・S－2、S～U－3グリッド。重複 なし。走向 北（112．13m）一南（112．09m）規模 幅  

0・50m 深さ0・07m 形状 断面形はU字状である。埋没土 As－Cを多量に含む粘性のある黄褐色土が堆  

積する。所見 埋没土の様子からAs－C降下後の間もない時期に埋没したと考えられる。   

第3項 浅間C軽石（As－C）下島跡（第20・27・28・29図、第10表、図版3・7・14）   

概要 As－C一次堆積層（Ⅷ層）は部分的な遺存であり、調査区全域では検出されていない。この層の直  

上にはAs－Cを多量に含む黒褐色土（Ⅷa層、C混土層）の堆積が認められた。調査はAs－C一次堆積層と  

ー 35－   



W－10、木4（1：3）  

W－10、木5（1：4）  

（1：4）  （1：3）   

第24図 W－10号溝出土木製品実測図  
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W－13、木2  

産≡≡≡∋   

10cm  

（1：4）  

W－13、木1  

（1：6）   

第25図 W－13号演出土木製品実測図  
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モミ7′二   

W－13、木5  

辞  W－13、木4（1：4）  

W－14、2  

20cm  

（1：3）  （1：4）   

第26図 W－13・14号溝出土土器・木製品実測図  
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第27図 As－C下島跡実測図  
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Ⅰ′  

Kノ  
J  

l12．20m  

W－18号溝  W－18号溝  

W－19号溝  W－18号溝  

W－1nす溝N・N′ 層序説明  

110YR2／2 黒褐色土  
2  

As－C（¢2～5mm）をやや多く含む。As－C浪士。  
細砂届。  N  N′  

112，20m l  一ノせ‾‾  
2  

W－18号溝  第28図 As－C下島跡断面図   

0  2m  

（1：40）  

一次堆積層が遺存していない箇所においてはC混土層を除去した面を遺構面として調査を行った。本遺構  

面はW－13号溝及びW－14号溝によって切られている。W－13号溝以南、W－14号溝以西では、東西方向  

のさく状の浅い落ち込みが4条検出された。類似するこれまでの調査事例から畠跡の可能性が高いと判断さ  

れ、本報告においては、「畠跡」と理解した。   

地形 標高は調査区北端で112．25m、W－13号溝に向かって下り、同溝北辺付近では111．50mである。W  

－13号溝以南ではほぼ水平に近い状況であるが、P－3、M～P－4グリッドのW－13号溝の南西側では西  

に向かって緩く傾斜し、卜4・6、J－5・6グリッド付近では比高1－3cmの東西方向のわずかな落ち  

込みが認められる。調査区外西側に自然流路が存在することも考えられるが調査区外となるため詳細は不明  

である。   

畠跡   

各畝頂部での間隔は3－3．5m、さく、畝の比高は2～8cmほどである。東側畝部下端から西側さく部の  

上端面までの距離は最長で4．96mである。畝部は東側ではW－14号溝に接する付近で止まり、これより東  

はさく部から連続して南北方向のわずかな落ち込みとなっている。   

W－18号溝（第20・27・28図、図版3）   

畠跡の南に東から南へ湾曲する浅い落ち込みが検出され、W－18号溝とした。深さ4－8cmで畠跡のさ  

く、畝の比高と大差なく、畠跡の一部とも考えられるが、走向する形状から溝と呼称した。J－5・6あた  

りでごくわずかであるが地形に窪みがあり、この部分に接続する。この窪みから南方へとさらに溝がのびて  

－40－   



いるが、本港の延長に当たり、同一の溝と判断した。本溝は  

W－14号溝の走向と並行しているが、同溝との関係は不明で  

ある。所見 W－14号溝がAs－C降下以前に存在していた可  

能性は否定できないことや、畠跡そのものがW－14号溝が  

湾曲する東へ向かって張り出した平坦面に検出されているこ  

とと合わせて、同溝との関連も考えられる。   

W－19号溝（第20・27・28図、図版3）   

位置Ⅰ卜5・6グリッド 。重複 なし。W－18号溝南部  

分に接続する。走向 北西から南東に向かって僅かな傾斜で  

走向する。規模 幅1．13～0．48m 探さ0．08m 形状 断面  

形は浅い皿状である。埋没土 Ⅷa層（As－C浪士層）によ  

って埋没している。走向形状から溝としたが畠跡の一部とも  

捉えられる。   

Hr－FA面で検出されたW－12号清からわずかに南にずれ  

て同様の走向をみせている。   

As－C下面、木1  

10cm  

rl：4）  

第29図 As－C下島跡出土木製品実測図  

第5節 遣物包含屑  

第1項 古墳時代一奈良・平安時代遺物包含層（第30臥第4表、図版15）   

Ⅳ層は水流によって運ばれたと考えられる砂礫層である。表土からⅤ層（Hr－FPFl）もしくはⅥ層  

（Hr－FA純層）までの間に堆積している。土層観察から幾筋もの水流の痕跡が認められ、火山泥流堆積物層  

は当初堆積していたが、本砂礫層の堆積に伴う水流によって押し流された可能性も考えられる。   

出土した遺物は大半が小片であるが、おもに古墳時代から奈良・平安時代にかけての遺物が出土している。  

遺物は遺存のよいものを中心に15点を図示した。  
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包含層Ⅳ、2  

‾ノ  
包含屑Ⅳ、5  

靡憩包含層Ⅳ、9  
葦鞄・■L＝■  包含層Ⅳ、7  

包含屑Ⅳ、18  包含層Ⅳ、12   包含層Ⅳ、11   

包含層Ⅳ、14  

包含層Ⅳ、15  

（1：3）   

第30図 遺物包含層（Ⅳ層）出土遺物実測図  

第2項 縄文時代遣物包含層（第31・32図、第11・12表、図版16）  

「元総社明神遺跡Ⅷ」の調査で、縄文時代早期から弥生時代前期にかけての土器片が出土する砂礫層  

（ⅩⅠ層）が下層で確認されている。その結果を踏まえて、今回の調査においては調査区南に試掘トレンチに  

ょる同層序の調査を行った。その結果、量的には少ないものの縄文時代前期から晩期にかけての土器片が出  

土している。これらの遺物を含むⅩⅠ層は水流により運ばれたと考えられる砂礫層であり、上流域からの移  

動と考えられ、本遺跡の上流域にあたる北方に当該期の遺構があるものと考えられる。  
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（1：300）  第31図 縄文時代トレンチ設定図  
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（1：3）  

第32図 遺物包含層（刃層）出土土器実測図  
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包含層刃、Sl  
く＝＝＝＞   

包含層刃、S2  

⊂⊃  
包含層刃、S3  

包含層刃、S4  

0  5cm  

（3：4）   

第33図 石器実測図  

第6節 表採遺物（第34図、第4・14・15・16表、図版16）  

表土中及び撹乱内から出土した近世から古代にかけての陶器、土器、鉄製品、古銭、凹石の8点を図示し  

た。1は火鉢脚部とみられる破片、2は土師質小皿で油煙の付着がみられ灯明皿として使用されていたとみ  

られる。3は青磁碗の底部片、4は須恵器棄の底部片、5・6は鉄、7は銭貨で「聖宋元宮」、Slは凹石  

である。  
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第34図 表採遺物実測図  
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第3表 土器観察表（1）  

出土位置  遺物番号  器種  器 形  胎 土  色 調  焼 成   成・整形の特徴   遺存状態  備 考  

W－1  □  灰粕  塊    〔2．6〕  （6．4）  白色粒  灰色  還元  内側灰袖。   底部1／6  

W1   白色粒・黒  
色噴出物   

W－3   〔1．7〕  （7．6）  白色粒  灰色  還元  調整不明、内側灰粕。   底部1／5  

W－3   2  土師質  小皿  （8．0）  2．1  （5．2）  肌理細か  黄褐色  酸化  底部回転糸切り。   体”底部  
1／6  

W－4   ロ  土師器  模倣杯  12．0  4．8    褐色   橙色  酸化  内側から休部ナデ、下側ヘラケズ  
リ。   

3．9    褐色・白色  
粒   

3．5  （6．4）  白色・透明  
粒   

房亘   
色斑  転ヘラケズリ。部分的に被熟痕あ  

り。   
W－4   5  須恵器  杯身  9．9  3．3    白・黒色粒  灰色  還元  底部回転ヘラケズリ。   完形  
W－4  6  頭恵器  蓋  （20．0）  〔2．5〕    黒色粒多  灰色  還元  外面上部ヘラケズリ。   1／8  

ロ  須悪器  蓋  （13．7）  2．3  （6．2）  白・灰色粒  

≠1－2mm 多   

8  須悪器  杯蓋  （9．5〉  3．3    白▲黒色細   灰色  還元  外面上部手持ちヘラケズリ。   1／5  

粒  
9  須恵器  薬壷蓋    〔3．2〕    白色シルト  

粒   す。   
還元  外面ヘラケズリ。   肩部1／4  

（15cm）  

還元  上部にはがれた痕、長方形2方2  

段透かし。   
（7．6）  〔7．3〕    白色粒多  青灰色  還元  ロクロ成形。内頚部に胴部との調  

整痕あり。   
白・黒色粒  灰色  未還元  内面同心円当て具痕。外面綾杉状  

平行叩き。焼成により断面は灰色  
と黄褐色の互層となる。   

（18．2）  〔5．0〕    自・黒色粒  青灰色  還元  ロクロ成形。   口縁部破  
片1／6  

17．3  〔5．7〕    白色粒多、  
チャート粒  る。   
¢5mm   

W－4   16  瓦  平瓦  白色粒・シ  部分  
ルト   

W－5   土師器  杯   9．8  3．3    角閃石粒  黄褐色  内面上位ナデ。外面口緑部ナデ。  
外面底部ヘラ削り。   

W－5   Z  東恵器  高台付杯    〔3．5〕  （9．4）  黒色粒  灰色  還元  底部回転系切り。外底部に塁苔  

「十山   
W－5  

（10．6）  〔2．1〕  
白色粒  育灰色  

断面七  部ヘラ削り。   底部破片  
ピア色   

W－5   4  須恵器  要  白色粒  灰色  還元  外面櫛措き波状文。   胴部中位  
破片  

W－5   5  須恵器  棄  （23．2）  白・黒色粒  灰色   
の沈線で区画され二段以上施す。   

W5   6  須恵器  碧  灰色  還元  内外面カキ目。   口綾部破  
片  

W－5   7  土師器  長胴妻     〔27．9〕    角閃石・自  胴部片  写真図  
色粒≠2－  外側ヘラケズリ。  版のみ  
3mm   掲載   

W5   8  土製品  紡錘車  〔1．7〕  緻密   灰色  酸化  中心に砂粒の移動あり。   上部片  

W－6   1  土師器  模倣杯  10．0  3．0    角閃石粒多  黄橙色  酸化  休部ナデ。底部ヘラケズリ。   4／5  

W－6   2  須恵器  杯  （10．7）  3．2  （6．7）  白色、黒褐  体一底部  
色粒   1／2  

W－6   3  土師質  小皿  8．6   白黄色  酸化  底部回転糸切り。内外面ロクロナ  
デ。   

W－6   4  須恵器  高杯  （15．0）   青灰色  還元  口線”休部ナデ。下位回転ヘラケ  

ズリ。   
W－6   5  土師器  碧   12．0  〔3．8〕    緻密。褐色  

粒   片  

W－6   6  須恵器  宣E  （11．4）  〔5．0〕    白色粒  青灰色  還元  口縁部は外反し端部の断面は≡角  
形をなす。   

W－6   7  須恵器  ＝・製    〔7．3〕    白色粒≠  頭部破片  
2mm多   

W－6   還元  外面は短めの平行叩き。内面は小  
さめの同心円当て具痕。   破片  

W－6   還元  外面カキ目。内面は同心円文の当  
て具痕。   破片  

W9   ロ  郡思許  塊    ［1．4〕    褐色粒  褐色  酸化  底部回転糸切り。   底部片  

W－9   2  灰粕  皿  （12．0）  〔1．7〕  （6．7）  白色細粒  灰色  還元  器高は低く高台断面は三川形を呈  
する。   

W－9   3  灰粕  魂  （12．6）  〔3．1〕    褐色粒  粕卦灰色  口綾部片  
胎土・褐色   
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第4表 土器観察表（2）  

成・整形の特徴   通有状態  備 考  

口綾部欠  
損、体－  
底部3／4  

2  須恵器  棄  白色網粒  育灰色  酸化  外面平行叩き、内面無文当て具と  
ピア色  

ちヘラケズリ後ナデ。  

包含層Ⅳ  3  土師器  杯   
閃石粒・褐  口縁部から内側をナデ。   

包含層Ⅳ  4  須恵器  杯  （12．3）  3．9  （7．4）  白色粒多  暗灰色  還元  焼成はぎっくりした質感あり。下側手  
持ちヘラケズリ、口緑端部剥離。   

包含層Ⅳ  5  土師器  高台付皿  （8．7）  2．8  5．0  肌理細か  灰草色  酸化  内面黒色。   1／3   2区   
包含層Ⅳ  6  土師器  塊  （13．訂   〔4．5〕    白・灰色粒  橙褐色  酸化  内外剥離激しく図示はできない。  

内側ヘラ磨き。   部1／3  

白・黒色粒  灰色  還元  回転系切り。   3／4  

包含層Ⅳ  7  ．郡配罪  拓f泄年  12．5   白色シルト  青灰色  還元  上野型短頚壷蓋。  ロ綾部片  断面セピ  
ア色   

包含層Ⅳ  9  灰軸  高台付皿  （12．7）  2．3  6．0  白色細粒多  灰色  還元  内底部は硯に転用のため墨痕＋光  
沢、休部灰粕、底部糸ケズリから  

表探  表探、3  陶器   碗  

表採  表採、4  土師器  禁  

第5表 羽口観察表  

指オサエ 指ナデ  角閃石 租砂粒  

第6表 石臼観察表  

より弾けている。下日下面はノミ状工具  
での調製（加工）痕が見られる。   

2．35  

（2．7）  

D－5  S3  茶臼  下臼  粗粒安山岩  26．8  15．0    8．2  ユ．n  被熟による煤   

Ⅰ－1  S2  粉き臼  下臼  租粒安山岩  29・5  9．2    7．50  （2．2）  下白の上面はやや膨らむ、所謂東国糸で  
ある。上・下面共に擦痕が顕著である。ま  
たその為かスリ目の残りは僅かであろ。   
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第11表 弥生・縄文土器観察表  

縦位ハケ目・下部に平行沈線。   

ロ  弥生要形土器  胴部破片  白色・角閃石粒多  黄褐色  

包含層XI  5  縄文深鉢  胴部破片  白色・褐色粒多、角  
閃石粒   

包含層ⅩⅠ  6  縄文深鉢  口綾部片  白色細粒多  褐色  酸化  ロ縁部は内偵し、それに沿って隆帯・渦巻きで構成する。   
包含層ⅩⅠ   7  縄文探鉢  胴部破片  白色・透明粒多  暗灰色  酸化  沈線で楕円区画を構成して内部に縄文を施し、他を磨消 する 

。   

包含層XI  8  縄文探鉢  胴部破片  白色粒・角閃石粒多  黄褐色  酸化  懸垂文。   

包含層XI  ロ  縄文探鉢  胴部破片  白色・褐色   茶褐色  酸化  隆起線に沿って爪形文を施す、勝坂式。   

第12表 石器観察表  

石   質   

包含層XI  Sl   2．95  珪質頁岩。   

17．4  頁岩系のチャート。   

包含層XI  S4   剥片   5．2   5．8   1．5   50．0  黒色緻密安山石。   

第13表 勾玉観察表  

第14表 鉄製品観察表  

第15表 銭貨観察表  

出土位置  遺物番号  銭貨銘   読順  材質  外径（mm）  内径（mm）  孔（mm）   初鋳造年・備考   

W－9   6  聖宋元賓  順読  銅  行書 初鋳造年1101年 北宋第4期  写真のみ   

表採  表採、7  聖宋元背  順読  銅   24   20   6  家書 初鋳造年1101年 北宋第4期   

第16表 凹石観察表  

扇冠置  遺物番号  名称    石質  幅（cm）  奥行（cm）  重さ（g）   備  考   

表採  Sl  凹石    租粒安山岩  27．0   18．0   8．7  五輪塔水輪か？。   
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第Ⅵ章 成果と問題点   

今回の調査では、表土直下での第1の中世・古代面、古墳時代から平安時代にかけての遺物を包含する砂  

礫層、第2の古墳時代後期のHr－FA直下の面、第3のAs－C降下からHr－FA降下までに存続した溝、第4  

の古墳時代前期のAs－C直下の面、「元結社閑泉明神遺跡Ⅷ」の調査によって確認された弥生・縄文時代の  

遺物を包含する第5の遺物包含層（礫層）の各時期の文化層が確認された。   

第1面では溝跡としたものの、自然流路の可能性がある遺構が検出され、牛池川が氾濫を繰り返していた  

様子が窺える。この砂礫層にはH－1号住居跡とした住居カマド跡と考えられる遺構が掘り込まれ、10世紀  

後半と想定されることから、砂礫層の堆積はこれ以前に形成されていたものとみられる。   

D－4”6号土坑はW－3号溝埋没土中を掘り込んで構築されたものであるが、3基の土坑がいずれも  

W－3号溝の流路中から検出されていることから、W－3号溝が埋没する過程においてその痕跡を留めてい  

る時期に構築されたものとみられる。D－4号土坑からは石臼や五輪塔の水輪が、D－5号土坑からは石臼、  

五輪塔の空風輪、火輪、地翰、さらに宝匪印塔の基礎が出土している。出土状況は五輪塔や宝匪印塔の基礎  

が自然礫と共に人為的に配置された状況であった。しかし、本来は供養塔として建立されていたものであり、  

この時点で役割は終わっていたものである。一般に中世の調査事例では井戸や清から出土する例が数多くみ  

られ、16世紀初頭前後の変革の際に廃棄されたと想定されている。本事例においても、これに近い状況であ  

るが、墓域に建立していた供養塔がその役割を終え、さらに新墓式として採用された集石墓に使用された可  

能性もある。廃棄と集石基の2つの側面を指摘しておきたい。   

第2面では2箇所の水田跡とそれに付属する配水用溝が検出されている。水田跡と溝はHr－FAによって  

履われているが、この火山灰の降下年代は6世紀初頭に比定されている。   

さて、旧牛池川によって調査区の束半を失い調査が実施できたのは僅かな面積ではあったが、給水用溝2  

条の発見によって降灰時の水田の状況を復元することができた。   

遺跡内の遺構の位置関係を概観すると、遺跡の北側、即ち上流部に位置する配水溝がW－10号であり、  

遺跡の南側、即ち下流部に位置する配水溝がW－11号溝ということになる。W－10号溝内には最下層に黒  

褐色粘質土が堆積し、その上部にHr－FAが堆積するという状態であった。これに対してW－11号溝では底  

部から上部まで直接Hr－FAによって埋められていた。この堆積状況から判断すると、降灰時に機能を果た  

していたのは、あるいは流水があったのはW－11号溝であり、降灰以前に開削され、かなり使用された後  

に降灰があったのがW－10号溝ということになる。   

さらに水田の状況をみると、明瞭に畦畔が確認できたのは下流のW－11号溝が配水していた部分であり、  

ここでは方形の区画をもった小型の水田に加えて、水田面に倒伏した稲の籾と菓茎部も確認されている。上  

流に位置するW－10号溝の西側では明瞭な畦畔は確認することができず、したがって方形に区切られた1  

枚ずつの水田も確認することができなかった。   

このような本調査地区の状況を検討すると、Hr－FA降灰以前には上流部にあたるW－10号溝が配水する  

水田が、ある期間使用された状態となっており、溝や畦畔は修理されないままに放置されていたことになる。  

あるしさ阜ま休耕中であったものかもしれない。ところが下流のW－11号溝西側では盛んに水田が整備され、  

稲作が行われていたらしく、しかも稲は収穫目前の状態であったことが知られる。溝内は清掃され、流水は  

溢れ、畦畔も高く盛り上げられた状態となっていたものと想像される。Hr－FA降灰はこの時期に起こり、  
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本調査区を埋没させたものと考えられる。   

プラント・オパール分析を行った結果、稲が検出されている。水田跡としての判断基準は密度3，000個／g  

であり本遺跡の分析においては3，000個／gという結果を得ているが、前述したようにHr－FAの除去作業中に  

水田面直上で植物の痕跡とみられるHr－FAが筋状に酸化している箇所が認められている。この部分から籾  

が検出され、筋状の植物痕は葉茎部が痕跡として残ったと判断された。穂部分の痕跡は捉えられず痕跡の遺  

布状態は良くなかったが、確認できた茎の最長は55cm以上であった。籾の検出と茎の長さから判断すると、  

稲の収穫直前にHr－FAの降灰によって埋もれたと判断できるものであった。   

第4面のAs－C直下の面では畝状の高まりと4条の畝間が検出されている。プラントオパール分析の結  

果では稲等は検出されず、ススキ属やタケ亜科が検出されていて当時は湿地であった可能性が指摘されるも  

のであった。これはサンプル地点が畝頂部ではなく調査区南端部であったため、畝状遺構の正確な判断基準  

とするには無理があると思われる。類例では渋川市「中筋遺跡 第5次」（渋川市教育委員会）がある。  

Hr－FAによって被覆された畠跡で、畝立て状のものや長方形の畠跡が確認されている。本遺跡で検出され  

た畝状の遺構はこの畝立ての部分と酷似していたため、畠跡の名称を用いた。隣あう畝頂部間の距離は「中  

筋遺跡」では2m前後であるのに比して3～3．5mと広く、また、畝聞から畝頂部までの高さは僅かに2－  

8cmであるなど相違点も認められる。  
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出土遺物及び図面等の取り扱いについて  

項  目  内  容   

水 洗 い  ・全量を行った。   

・インクジェットプリンターを使用した。  
注  記  ・遺跡略号（11A97）  

・遺構（W：溝、D：土坑、Ⅰ：井戸、H：住居跡）   

復  
接合は可能な限り行った。必要に応じてエポキシ樹脂を充填し、強度的に必要最小  
限の復元を行った。   

実  測  ・遺物実測は報告書掲載分についてのみ作成した。   

台  帳  
・遺物台帳、図面台帳、写真台帳があり、それぞれ資料の検索が可能であるよう作  
成した。   

・出土遺物は、報告書使用分と未使用に分け、コンテナあるいは段ボール箱に収納  
した。木製品についてはバキュームシーラーにより、真空パックを行い、ビニー  

出土遣物          ルにて梱包、収納した。また、各箱には収納内容を明記した。  
・遺物については、注記番号・台帳番号・報鷺軒掲載番号の3種類が存在するが、  
基本的に報告書掲載番号を優先して記載・収糾してある。  

・遺構写真は、モノクロ35mm、カラーリバーサル35mm、カラーネガ35mm、モノ  

W－12……・・・・ W－5  D－1・＝…‥・ D－29  
W－2……… W－23   W－13……… W－7  D－2‥＝…‥ D－5  

遺構名称等の変更  W，3……… W－22   ‥‥＝W－32  土   D－6   
W－4‥＝…・・ W－28   ……旧牛池川  坑  D－4……‥り 号集石  

W－5……… W－27   W－14…‥＝‥ W－8  D－5……… D－23  
溝   W－15……りt W－9  D－6‥…＝‥ D－26  

W－7…‥＝‥ W－1  W－16……… W－17          井  Ⅰ－1……… Ⅰ一1  

W－8……… W－2  W－17‥‥…・・ W－31  ……D－7  
W－9……… W－30  W－18……叫 W－15   
W－10‥＝…‥ W－29  W－19‥……・ H－1‥‥…‥ H－1  
W－11……… W－4   跡  

緒社閑泉明神北迫跡  

元総社蒼海土地区画整理事業  

に伴う埋蔵文化財発掘調査  

印 刷  平成12年3月14日  

発 行  平成12年3月21日   

編 集  山 武 考古学研 究 所  

発 行  前橋市塩蔵文化財発掘調査団  

印 刷  ㈱ 文 化 総 合 企 画  

TEL O476（93）0593   
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